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北
宋
期
・
土
地
所
有
の
問
題
と
商
業
資
本河

原

由
郎
著

昭
和
三
十
九
年
三
月

術
出
版
枇

A
5剣

西
日
本
国
学

四

O
四
頁

周
知
の
よ
う
に
日
本
で
は
、
宋
代
の
土
地
問
題
は
時
代
直
分
論
と
も
密
接
な

か
か
わ
り
合
い
を
持
ち
、
年
年
論
字
を
織
り
ま
ぜ
つ
つ
、
そ
れ
に
闘
す
る
幾
つ

か
の
論
文
が
畿
表
さ
れ
て
来
て
い
る
。
そ
う
し
た
一
つ
と
し
て
、
こ
の
た
び
、

長
年
地
道
に
研
究
を
績
け
て
こ
ら
れ
た
一
澗
岡
大
事
の
河
原
由
郎
氏
が
、
そ
の
成

果
を
一
加
に
緩
め
ら
れ
、
表
記
の
よ
う
な
大
須
興
味
深
い
題
名
を
附
け
て
刊
行

さ
れ
た
。
宋
代
の
土
地
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
一
人
と
し
て
、
こ
の
先
聞
学
の
努

作
を
紹
介
し
、
些
か
感
想
を
も
書
き
連
ね
て
み
た
い
ω

四
百
頁
に
亘
る
大
加
の

内
容
は
、
数
年
来
、

氏
が
福
岡
大
皐
論
叢
、
史
場
研
究
な
ど
の
諸
雑
誌
に
設
表

さ
れ
て
来
た
、
宋
代
の
地
域
別
(
主
と
し
て
嘗
時
の
監
督
匿
分
で
あ
り
、
現
在

の
省
域
に
相
笛
す
る
路
)
の
土
地
問
題
論
文
中
よ
り
、
河
北
・
河
東
・
侠
西
・

四
川
・
准
南
に
、
江
南
と
雨
漏
引
を
あ
わ
せ
た
合
計
六
地
域
を
六
章
に
し
た
各
論

と
、
こ
れ
ら
個
別
地
域
研
究
の
綜
合
的
成
果
と
し
て
、
百
三
十
頁
徐
の
線
論
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
全
編
を
一
貫
す
る
特
長
と
し
て
「
北
宋
期
に
お
け
る
土

地
所
有
の
問
題
を
商
業
資
本
と
の
開
巡
の
も
と
に
把
握
し
」
ょ
う
と
さ
れ
た
親

偉
い
か
ま
ず
穆
げ
ら
れ
る
c

卸
ち
著
者
は
、
宋
代
の
商
品
経
済
。
澄
逮
・
|
貨
幣

経
済
の
進
展
|
|
商
業
資
本
の
著
し
い
伸
張
と
い
う
公
式
を
設
定
さ
れ
、

「嘗

時
の
産
業
生
産
の
主
慢
を
な
す
農
業
も
商
業
資
本
の
浸
透
を
受
け
る
こ
と
を
売

れ
ず
、
農
業
生
産
に
あ
っ
て
は
、
先
進
・
後
進
を
問
わ
ず
、
官
戸
・
形
勢
戸

・

宮
戸
に
よ
る
資
本
の
制
約
を
多
分
に
受
け
て
い
て
、
こ
の
鮎
を
追
及
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
首
時
の
土
地
所
有
の
本
質
に
せ
ま
ろ
う
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
内
容
の
紹
介
を
行
う
が
本
書
の
順
序
と
は
逆
に
各
論
か
ら
は
じ
め

た
L本

古
一
日
の
後
牢
を
占
め
る
各
論
は
、
①
各
路
の
地
理
的
・
枇
曾
経
済
的
特
長

を
笛
時
の
史
料
か
ら
と
り
出
し
て
列
記
す
る
。
②

そ
の
地
核
に
謝
す
る
政
府

の
農
業
諸
政
策
!

屯

田
・
方
図
均
税

・
勘
農
・
水
利
港
紙
な
ど
|
!
と
そ
の

成
果
の
考
設
。

③

商

業
資
本
の
そ
の
地
妓
に
於
け
る
特
色
|
|
河
北
・
河
東

・
侠
西
の
入
中
糧
革
問
題
、
四
川
の
茶
・

萄
鐙

・
絹
織
物
な
ど
を
め
ぐ
る
ー
ー

の
追
究
。
①
①
か
ら
③
に
、
滋
時
の
戸
ロ
・
商
税
・
墾
田
統
計
な
ら
び
に
宋

曾
要
や
総
資
治
通
鑑
長
編
な
ど
の
史
料
を
加
え
て
、
各
路
の
大
土
地
所
有
、
小

作
制
な
ど
の
特
色
を
述
べ
、
先
進
地
・
後
進
地
を
決
め
る
と
い
う
共
通
の
構
成

を
持
っ
て
い
る
。
最
近
、
柳
田
節
子
氏
も
宋
代
土
地
所
有
制
に
お
け
る
先
進

・

後
進
を
問
題
に
さ
れ
て
い
る
〈
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
・
第
二
十
九
崩
)
。
河

原
氏
は
、
問
題
の
た
て
方
に
差
異
は
あ
っ
て
も
、
以
前
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
地
域

的
な
土
地
問
題
の
考
謹
を
心
掛
け
て
来
て
お
ら
れ
、
そ
の
結
果
、

今
ま
で
漠
然

と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
各
地
方
の
賓
慢
が
と
も
か
く
も
史
料
を
伴
っ
て
我
々
の

前
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
大
慶
有
難
い
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
氏
の

傘
、
げ
ら
れ
た
各
路
城
の
土
地
問
題
、
商
業
資
本
の
特
色
は
大
凡
次
の
よ
う
に
表

示
さ
れ
よ
う
。
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線
論
は
四
つ
の
章
に
分
れ
る
。
第
一

章
総
説
は
大
土
地
所
有
・
小
作
戸
'

商
業
資
本
の
三
者
に
つ
い
て
の
概
論
と
言
え
る
。

ま
ず
宋
代
の
大
土
地
所
有
H

小
作
経
営
の
普
遍
化
を
論
じ
、
嘗
時
土
地
経
営
は

小
作
米
取
得
が
容
易
で
あ

り
、
取
得
率
も
高
か

っ
た
か
ら
営
利
投
資
の
封
象
と
な

っ
た
と
、
大
土
地
所
有

の
性
格
に
も
ふ
れ
ら
れ
る
。

そ
し
て
荘
園
内
の
商
高
生
産
と
商
業
資
本
震
遂
に

伴
う
小
作
経
営
の
慶
範
な
進
展
を
指
摘
さ
れ
た
あ
と
、
貧
窮
農
民
、
或
い
は
自

答
農
民
の
小
作
戸
化
に
筆
を
さ
か
れ
、
更
に
小
作
声
の
階
層
分
化
に
言
及
さ
れ

る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
嘗
時
「
小
作
戸
は
全
慢
と
し
て
は
、
官
豪

・
地
主
に
依

存
す
る
本
来
的
に
経
済
的
脆
弱
性
を
多
分
に
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
階
層
と
し

て
祉
曾
的
地
位
の
固
定
化
」
を
み
て
い
た
。
な
お
移
り
に
商
業
資
本
を
土
地
所

有
と
の
関
連
に
於
て
考
え
ら
れ
、
種
々
論
設
の
あ
と

「
嘗
時
、
民
・

官
を
問
わ

ず
企
業
は
商
業
資
本
と
結
び
、
ま
た
都
市
と
地
方
と
を
問
わ
ず
全
図
的
に
商
業

資
本
の
浸
透
を
み
て
居
り
、
正
し
く
近
世
的
要
素
を
持
つ
も
の
で
、
こ
の
よ
う

な
経
済
設
展
の
段
階
で
は
本
質
的
傾
向
と
し
て
農
業
は
大
土
地
所
有
に
基
く
小

作
経
営
が
行
わ
れ
る
」
と
し
て
、
小
作
経
営
の
普
及
化
を
商
業
資
本
の
角
度
か

ら
補
強
説
明
さ
れ
る
。
著
者
の
別
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
大
土
地
所
有
に
お

け
る
商
品
経
済
の
浸
透
は
商
業
資
本
の
育
成
を
み
、
商
業
資
本
は
大
土
地
所
有

を
、
即
ち
小
作
農
耕
を
更
に
馴
致
さ
す
も
の
で
、
商
業
資
本
の
護
遂
と
小
作
戸

の
数
的
増
加
は
相
互
に
因
と
な
り
果
と
な
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
章
以
下

は
そ
れ
ぞ
れ
、
五
代
、
宋
初
、
照
寧
元
墜
と
そ
れ
以
後
の
、
土
地
所
有
と
商
業

資
本
の
歴
史
的
考
察
で
あ
る
。
五
代
に
は
す
で
に
「
経
済
は
都
市
と
周
遊
地
域

に
限
ら
れ
た
所
謂
地
方
綬
携
の
段
階
を
超
え
て
園
民
経
済
の
段
階
に
遂
し
て
お

り
」
そ
れ
と
と
も
に
、
荘
園
の
所
有
者
も
唐
代
の
貴
族
か
ら
在
地
の
有
力
者
へ

と
代
り
、
荘
園
は
普
及
化
大
衆
化
し
た
。
宋
代
に
入
る
と
、
西
北
二
迭
の
異
民

p
h
u
 

od
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族
に
封
す
る
防
備
が
重
要
問
題
と
な
り
、
闘
家
財
政
は
次
第
に
窮
乏
す
る
が
、
は
、
開
設
は
自
作
由
民
育
成
の
政
策
の
も
と
に
推
進
さ
れ
て
、
一
際
の
成
果
を
あ

他
面
「
軍
需
物
資
を
め
ぐ
る
商
品
経
済
の
澄
遂
は
、
富
戸
・
形
勢
戸
を
し
て
徐
げ
得
た
が
、
開
設
の
進
歩
に
伴
っ
て
粗
放
地
域
の
常
と
し
て
移
住
戸
の
増
大
に

剰
に
よ
っ
て
商
利
を
遁
わ
し
め
」
、
彼
ら
に
よ
る
前
貸
付
の
進
展
、
更
に
闘
家
の

つ
れ
て
、
多
数
客
戸
の
愛
生
、
増
加
を
み
、
墾
田
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

税
役
負
備
の
不
均
衡
は
、
荘
園
的
大
土
地
所
有
を
ま
す
ま
す
後
展
さ
せ
、
そ
の
そ
こ
に
有
田
無
税
の
隠
回
の
経
営
が
大
幅
に
認
め
ら
れ
、
官
戸
・
形
勢
戸
の
大

結
果
、
全
趨
と
し
て
生
産
婚
に
も
拘
ら
ず
、
仁
宗
の
末
年
に
は
、
鈴
剰
は
富
戸
土
地
所
有
が
行
わ
れ
、
客
戸
は
登
籍
さ
れ
た
戸
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
こ
れ

に
奪
わ
れ
二
税
政
入
は
減
退
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
し
、
自
笹
山
民
に
吸
収
さ
れ
、
小
作
戸
の
品
目
働
に
よ
る
荘
田
経
営
の
鐙
濯
を
み
る
に
至
っ
た
。

民
府
を
育
成
せ
ん
と
し
た
高
次
の
農
政
で
あ
る
王
安
石
新
法
の
諸
政
策
|
|
農
先
進
地
域
に
あ
っ
て
は
金
問
的
商
品
流
通
闘
域
の
確
立
に
伴
い
、

農
産
物
の
商

問
利
害
傑
約
・
方
田
均
税
法
ー
ー
も
質
施
に
あ
た
っ

て
幾
多
現
賓
の
制
約
で
歪
品
化
を
招
来
し
、
米
・
茶
な
ど
の
商
品
的
作
物
の
生
産
と
縛
運
と
を
め
ぐ
り
、

め
ら
れ
、
逆
に
直
接
生
産
者
の
負
鐙
増
に
な
り
、
大
勢
と
し
て
、
豪
民
・

富
商

商
業
資
本
の
浸
透
を
み
て
お
り
、
荘
園
経
営
は
一

般
化
し
、

普
遍
化
し
、

妊
回

が
商
業
資
本
を
あ
や
つ
り
、
直
接
生
産
者
を
隷
属
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
は
営
利
の
投
資
封
象
と
な
り
、
多
角
的
な
経
営
が
な
さ
れ
、
小
作
戸
に
よ
る
常

た
震
史
的
嬰
溢
の
記
述
の
の
ち
、
著
者
は
再
び
史
料
を
列
摩
し
て
小
作
戸
の
諸
・
時
労
働
の
外
に
、
下
戸
、
客
戸
の
契
約
的
な
短
期
な
季
節
労
働
、
乃
至
は
臨
時

問
題
|
|
例
え
ば
佃
地
|
|
に
ふ
れ
ら
れ
、
お
わ
り
を
「
商
品
生
産
の
大
幅

に

労

働
も
み
ら
れ
る
に
至

っ
た
」
。
以
上
が
本
書
の
内
容
の
要
約
で
あ
る
。
筆
者
の

行
わ
れ
て
い
る
高
度
生
産
地
域
で
は
、
商
人
の
地
主
化
が
進
み
、
そ
こ
に
荘
園
理
解
の
浅
さ
か
ら
重
要
な
部
分
を
脱
落
さ
せ
、
或
い
は
著
者
の
輿
意
を
曲
解
し

の
多
角
・
披
大
化
が
行
わ
れ
、
小
作
戸
の
増
加
と
小
作
戸
内
の
階
層
分
化
を
来
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
、
か
な
り
多
く
の
問
題
と
な
る
毅
言
を
含
ん
で
い
る

し
た
」
と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。
さ
て
第
四
章
の
最
後
で
は
、
統
計
に
よ
る
、
後
と
い
っ
て
良
い
。
そ
れ
ら
全
部
を
、
こ
の
限
ら
れ
た
紙
数
で
と
り
あ
げ
る
に
は

進
地
域
、
先
進
地
械
を
分
け
た
土
地
所
有
の
空
間
的
・
地
理
的
概
脱
が
な
さ
れ
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
、
筆
者
の
能
力
も
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
問
題
の
性

て
い
る
。
こ
の
部
分
が
貨
は
先
に
あ
げ
た
各
論
の
成
果
と
最
も
密
接
に
結
び
つ
格
上
、
反
論
に
は
し
か
る
べ
き
論
文
を
用
車
甲叫すべ
き
だ
と
考
え
る
が
、
幾
っ
か

く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
筆
者
の
い
わ
れ
る
先
進
・
後
進
地
の
差
異
は
次
の
如
の
鮎
に
つ
い
て
感
想
・
疑
問
黙
を
あ
げ
て
著
者
の
御
数
示
を
得
た
い
と
思
う
。

き

も

の

で

あ

る

。

第

一

に

著

者

は

論

設

に

際

し

て

統

計

を

盛

ん

に

利

用

さ

れ

る

。
印
ち
、
①

宋
曾
要
・
食
貨
・

水
利
に
ひ
く
照
寧
年
間
の
全
問
輿
修
水
利
回
額
。

②

文

献

通
考
回
賦
考
の
紳
宗
時
代
の
墾
回
統
計
。

③

元

聾
九
域
志
の
主
客
戸
統
計
。

①

宋

曾

要

・
食
貨

・
商
税
の
全
園
地
方
別
商
税
統
計
、
を
中
心
に
、
そ
の
相

互
比
較
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
幾
つ
か
の
間
時
代
史
料
を
加
え
て
賓
震
を
企
固
さ

れ
る
。
例
え
ば
成
都
府
路
を
除
く
四
川
三
路
で
は
、
客
戸
の
主
戸
に
劃
す
る
比

「
宋
代
の
土
地
経
営
が
倍
利
の
直
接
封
象
と
さ
れ
た
貼
は
、
先
進
と
後
進
と

を
問
わ
ず
、
中
国
祉
曾
の
一
般
的
現
象
で
あ
っ
た
。
後
進
地
域
に
あ
っ
て
本
来

的
に
生
産
性
に
乏
し
い
地
減
で
は
、
権
力
的
土
豪
に
よ
る
小
作
戸
の
下
人
的
労

働
支
配
が
見
受
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
小
作
戸
の
勢
働
力
の
直
接
的
枚
奪
も
嘗

然
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
生
産
性
に
恵
ま
れ
た
後
進
地
域
に
あ
っ
て

po 
n
u
d
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率
、
な
ら
び
に
全
戸
数
に
封
す
る
比
率
が
吉
岡
い
。
そ
れ
と
、
有
名
な
韓
碕
の
上

奏
『
西
川
四
路
郷
村
、
民
多
大
姓
、
毎
一
姓
所
有
客
戸
、
動
是
三
五
百
家
』
そ

の
他
か
ら
、
「
こ
こ
で
は
形
勢
戸

・
土
豪
に
よ
る
土
地
支
配
と
小
作
経
営
が
大

幅
仁
行
わ
れ
て
い
た
」
と
言
わ
れ
る
具
合
で
あ
る
。
勿
論
著
者
は
統
計
を
使
用

す
る
際
に
、
慎
重
さ
が
必
要
な
こ
と
を
く
り
返
し
強
調
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ

こ
に
あ
げ
た
主
客
戸
統
計
の
利
用
の
場
合
、
「
『
客
戸
は
無
係
件
で
小
作
戸
で
は
な

い
が
、
寅
際
に
統
計
に
あ
ら
わ
れ
ぬ
ヤ
ミ
小
作
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

そ
れ
と
客
戸
中
大
部
分
を
し
め
る
で
あ
ろ
う
小
作
人
を
合
わ
せ
れ
ば
、
統
計
に

現
れ
る
客
戸
が
嘗
時
の
小
作
人
の
数
と
大
値
一

致
す
る
」
と
の
見
解
に
た
た

れ
、
結
局
は
統
計
上
客
戸
H
小
作
戸
と
し
、
そ
れ
が
小
作
経
営
登
展
の
重
要
な

メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
乏
で
最
近
愛
表
さ
れ
た
草
野

靖
氏
の
好
論
文
、
。
宋
代
の
主
戸

・
客
戸

・
佃
戸
。
(
東
洋
間
学
報
M
W
ノ

1
J
2
)

に
い
う
、
客
戸
と
は
「
自
己
の
財
産
を
有
す
る
僑
寓
戸
で
あ
り
、
た
と
え
賓
際

生
活
の
場
で
小
作
戸
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
と
も
、
客
戸
H
小
作
戸
で
は

な
い
」
と
の
定
義
、
ま
た
「
都
市
の
中
に
こ
そ
客
戸
が
多
い
」
と
い
う
指
摘

を
、
そ
れ
が
も
し
正
し
い
と
す
れ
ば
、
主
客
戸
統
計
の
操
作
も
愛
っ
て
来
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
に
こ
れ
は
著
者
に
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
経
拙
何
回
牢
あ

る
い
は
歴
史
的
範
騰
を
示
す
用
語
に
濁
し
て
正
確
な
概
念
規
定
を
し
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
本
書
中
で
最
も
良
く
出
て
来
る

4

荘
園
。
と
い
う
言
葉

も
、
質
は
唐

・
宋
時
代
の
中
関
史
の
中
で
は
明
確
に
定
義
づ
け
て
お
ら
れ
ぬ

、
と
思
う
。
「
大
土
地
所
有
の
小
作
経
営
は

小
作
戸
を
し
て
荘
園
に

褒
住
せ
し
む

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
説
明
は
、
荘
園
が
ヨ
ー
ロ

ッパ
中
世
の
そ
れ
の
よ

う
に
推
測
さ
せ
ら
れ
る
。
だ
が
一
方
、
宮
崎
市
定
氏
が
か
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
よ
う
に
、
特
に
爾
訴
の
先
進
地
域
で
は
、
大
土
地
所
有
は
、
「
集
中
的
一
闘

的
な
いも
の
で
な
く
、
あ
ち
こ
ち
に
鮎
在
す
る
こ
ま
か
な
地
段
を
、
帳
簿
の
上
で

集
積
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
概
念
の
荘
園
と

呼
び
得
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
同
じ
く
言
葉
の
問
題
で
あ
る
が
、
内
容
紹
介
の
中

に
も
二

・
三
み
ら
れ
る
「
荘
田
経
営
」
は
、
荘
園
経
営
と
同
じ
も
の
と
扱
い
得

る
だ
ろ
う
か
。
著
者
が
筋
府
元
勉
・
倉
一
四

0
・
帝
王
部
・
旋
表
四
の
唐
太
和

七
年
三
月
僚
の
『
越
州
都
畑
山
鯨
百
姓
李
清
、
幼
失
父
母
、
輿
兄
二
λ
同
居
、

(
中
略
)
後
雨
兄
倶
死
、
奉
寡
捜
孤
姪
二
十
除
年
、
衣
食
無
編
、
荘
田
租
税
滑

自
主
緋
』
に
よ
っ
て
、
直
接
生
産
者
で
あ
る
在
地
農
民
に
よ
る
荘
回
経
営
を
主

張
し
、
そ
こ
か
ら
雨
漸
地
方
の
荘
園
経
営
上
の
先
進
性
を
導
こ
う
と
さ
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
荘
田
H
H
荘
園
で
あ
ろ
う
。
だ
が
宋
代
の
史
料
に
良
く
出
て
来

る

。荘
田
。

。
荘
産
。

な
ど
は
必
ず
し
も
直
接
に

φ

荘
園
。
と
い
う
概
念
と
結

び
つ
か
ず
、
躍
に
団
地

・
田
業
を
い
う
に
と
ど
ま
る
場
合
が
多
い
と
考
え
て
良

い
。
こ
の
崩
府
元
勉
の
記
事
と
て
、
荘
回
を
田
業
と
解
し
て
支
障
な
か
ろ
う
。

亡
兄
二
人
の
田
地
を
し
か
る
べ
く
と
り
仕
切
っ
て
、
そ
の
租
税
を
支
排
っ
て
や

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
団
地
が
荘
園
経
営
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。

第
三
に
線
論
紹
介
の
最
後
で
あ
げ
た
、
雨
祈
先
進
地
帯
の
雇
傭
労
働
に
つ
い

て
若
干
の
疑
問
を
は
さ
ん
で
み
た
い
。
著
者
は
、
宋
代
の
史
料
に
み
ら
れ
る

d
附
作
。
多
傭
耕
。
な
ど
の
記
事
に
注
意
さ
れ
、
就
中
『
客
戸
則
全
無
立
錐
、惟

籍
傭
一
雇
一
、
朝
夕
奔
波
、
不
能
管
三
餐
之
飽
、
有
銀
日
只
一
飯
、
或
逮
暮
不
粒
食

者
』
(
北
渓
先
生
全
集
各
二
十
四
)
と

『
客
戸
之
憂
、

叉
其
最
重
、
何
者
客
戸

之
智
、
非
能
管
求
也
、
能
総
気
力
、
震
主
戸
耕
磐
而
己
、
則

一
日
不
任
事
、
其

腹
必
空
』
〈
潜
薗
集
容
十
四
〉
に
依
接
し
て

コ一
雇
傭
努
働
に
多
く
を
依
存
し
た
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零
細
小
作
戸
」
を
考
え
、
「
高
度
な
る
商
品
生
産
の
段
階
に
な
る
と
労
働
も
商

品
た
る
の
性
格
を
州
市
び
る
も
の
で
、
港
関
集
・
北
渓
先
生
集
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
多
く
の
場
合
労
働
は
短
期
で
労
賃
は
低
廉
で
あ
っ
た
」
と
し
、

更
に
「
高

度
生
産
地
で
は
労
働
の
需
供
閥
係
か
ら
契
約
的
傭
一履
労
働
が
普
遍
化
し
、
従
っ

て
純
然
た
る
賃
金
持
働
者
の
階
層
も
相
封
的
に
多
く
、
雨
漸
・

江
東
で
は
零
細

な
賃
労
働
者
の
数
も
相
笛
量
に
の
ぼ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
結
論

づ
け
ら
れ
る
。
農
業
に
於
け
る
多
純
然
た
る
賃
金
努
働
者
多
が
た
と
え
相
封
的

に
せ
よ
ぷ
タ
く
多

出
現
し
た
と
い
う
の
は
極
め
て
重
大
な
護
言
で
あ
る
。
従
来

の
農
業
史
の
常
識
で
は
水
田
稲
作
に
大
量
の
術
雇
賃
金
労
働
者
を
用
う
る
こ
と

が
疑
問
視
さ
れ
て
来
て
い
る
。
更
に
ま
た
一
位
禽
・
経
済
史
的
に
み
て
も
、
貨
幣

経
済
の
農
村
浸
透
に
よ
っ
て
、

一
方
の
極
に
商
品
化
さ
れ
た
勢
働
が
、
す
で
に

宋
代
先
進
地
で
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
以
後
の
中
国
史

の
中
で
そ
れ
が
持
つ
意
味
を
非
常
に
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
結
論

か
ら
い
え
ば
、
著
者
が
引
用
さ
れ
た
史
料
だ
け
か
ら
上
述
の
論
理
を
導
く
に

は
、
そ
の
聞
に
飛
制
が
あ
り
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。
北
渓
文
集
・
満
国
集
の
記

事
は
先
ず
何
よ
り
、
常
時
の
士
大
夫
の
非
常
に
文
皐
的
な
表
現
を
含
む
文
章
で

あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
流
寓
の
、
そ
し
て
恐

ら
く
人
の
団
地
を
耕
作
す
る
客
戸
の
零
細
性
は
描
れ
て
い
て
も
、
傭
耕
と
い
う

言
葉
の
使
用
か
ら
直
線
的
に
、
そ
の
一
袋
に
賃
金
鍔
働
者
の
普
遍
的
存
在
を
想
定

し
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
い
い
か
え
れ
ば
こ
の
文
章
で
は
小
作
耕
作
を
傭
耕
と
表

現
L
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
『
一
日
不
任
事
、
其
腹
必
空
』
か

ら
多
く
の
場
合
労
働
は
短
期
で
労
賃
は
低
廉
で
あ
っ
た
と
決
め
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
著
者
は
ま
た
夷
竪
志
・
乙
・
翁
二
十
・
徐
三
篤
実
卒
の
『
徐
後
七
年
、
至

秀
州
貌
婚
、
食
方
氏
傭
耕
、
叉
七
年
、
以
負
穀
不
能
償
、
泥
舟
遜
餓
其
郷
』
に

よ
っ
て
「
七
年
に
わ
た
っ
て
雇
主
に
封
し
て
租
米
を
枚
め
、
小
作
戸
と
か
わ
る

と
こ
ろ
が
な
か

っ
た
」
一雇一
傭
人
を
あ
げ
ら
れ
、
「
高
度
な
る
土
地
経
営
に
あ
っ

て
は
小
作
と
傭
作
と
の
聞
に
は
、
必
ず
し
も
峻
別
出
来
な
い
も
の
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
」
と
い

っ
て
居
ら
れ
る
。
こ
れ
も
傭
耕
と
い
う
二
字
を
雇
傭
労
働
と

固
定
化
し
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
卸
ち
租
米
を
納
め
る
備
作
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
雇
備
と
い
う
定
義
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
。
ま
た

多
叉
七
年
、
以

負
穀
不
能
償
ク
の
負
穀
は
、
こ
れ
だ
け
か
ら
は

「
租
米
」
を
納
め
て
い
た
と
は

断
定
で
き
ぬ
。

タ
傭
雇
4

4

傭
人
多

少傭
耕
。
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
ら
と

て
、
農
業
賃
金
努
働
者
を
無
批
判
に
そ
こ
か
ら
抽
出
す
る
の
は
危
険
で
あ
り、

た
と
え
ほ
か
に
爾
祈
地
方
の
笛
時
の
枇
曾

・
経
済
状
態
を
ふ
ま
え
て
の
設
言
と

は
い
っ
て
も
、
「
普
渇
的
」
と
か

「
多
く
一
一
と
い
う
形
容
に
よ
っ
て
そ
れ
を
繍

大
化
す
る
の
は
少
し
速
断
に
す
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論
唐
宋
時
代
の
農

村
の
雇
傭
労
働
に
封
し
て
自
分
は
著
者
の
意
見
を
全
面
的
に
否
定
す
る
心
算
は

な
い
。
し
か
し
菊
地
英
夫
氏
の
す
ぐ
れ
た
展
望

〈東
洋
事
報
必
ノ
3
)
に
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
重
大
問
題
で
あ
り
、
著
者
の
史
料
だ
け
で
上
記
結
論

を
導
く
に
は
踊
踏
を
感
じ
、
あ
え
て
私
見
を
述
べ
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

こ
ま
か
い
鮎
で
史
料
の
讃
み
誤
ま
り
な
ど
も
限
に
つ
く
。
一
例
を
あ
、け
れ
ば
、

百
頁
の

多随
襲
官
:
:
:
夏
秩
税
物
並
克
、

支
移
・
折
襲
、
於
本
勝
止
納
正
色
。

は
夏
秋
税
物
並
潟
支
移
折
出
現
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
導
か
れ
た
「
(
随
襲
官
の
家

で
)
夏
秩
税
物
は
す
べ
て
菟
ぜ
ら
れ
た
」
と
い
う
解
樽
は
誤
ま
り
と
い
え
る
。

お
わ
り
に
著
者
の
結
論
を
ふ
ま
え
、
筆
者
の
反
省
も
粂
ね
て
今
後
の
展
望
を

簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

。商
業
資
本
の
著
し
い
設
展
e

が
宋
代
に
特
色

あ
る
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
良
く
判
っ
た
が
、
そ
の
質
の
問
題
、
卸
ち
ま
ず
中

園
史
の
登
展
の
中
で
そ
れ
が
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
る
か
を
考
え
て
み
な
け
れ
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ば
な
る
ま
い
。
具
盤
的
に
は
農
作
物
の
ど
れ
く
ら
い
が
商
品
化
さ
れ
、
貨
幣
経

済
が
農
村
に
寅
際
ど
の
程
度
浸
透
し
て
い
た
か
、
-
そ
し
て
ま
た
商
品
化
さ
れ
た

農
作
物
の
市
場
の
綿
密
な
分
析
な
ど
が
要
求
さ
れ
よ
う
。
商
業
資
本
の
質
の
規

定
が
な
い
限
り
、
軍
に
著
し
い
蛮
淫
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ
な

い
。
中
園
で
は
そ
れ
は
戟
閣
か
ら
清
朝
ま
で
適
用
で
き
る
か
ら
で
る
る
。
ま
た

特
に
宋
の
商
業
を
論
じ
る
場
合
、
園
家
権
力
と
の
閥
係
を
抜
い
て
考
え
て
は
本

筋
か
ら
離
れ
よ
う
。
河
原
氏
が
商
品
と
し
て
列
象
さ
れ
る
、
彊
・
茶
は
い
ず
れ

も
闘
家
財
政
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
等
質
品
で
あ
り
、
江
南
か
ら
園
都
開
封
へ

運
ば
れ
た
年
間
六
百
高
石
の
米
穀
も
官
僚
・
軍
人
の
俸
米
が
大
学
な
の
で
あ
っ

た
。
一
方
後
遼
し
た
商
業
資
本
の
前
貸
付
に
よ
る
直
接
生
産
者
支
配
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
も
、
本
質
的
に
そ
う
い
う
属
性
を
持
つ
商
業
資
本
が
、
目
穴
鰻
的
に
、

中
園
の
農
村
の
場
で
ど
の
よ
う
に
働
い
た
か
と
い
う
困
難
な
説
角
が
必
要
と
思

う
。
大
土
地
所
有
に
し
て
も
、
車
に
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
盆
々
褒
展
し
た
だ

け
で
は
こ
れ
ま
た
意
味
を
な
す
ま
い
。
現
賞
の
宋
代
土
地
問
題
の
中
で
は
、
間

断
な
く
く
り
返
さ
れ
る
土
地
費
賀
、
兄
弟
に
よ
る
均
等
分
割
な
ど
に
よ
っ
て
、

今
日
の
大
土
地
所
有
者
は
明
日
に
は
波
落
す
る
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
一
つ
一
つ
の
寅
設
を
も
現
在
の
研
究
段
階
で
は
要
求
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。
と
ま
れ
、
未
熟
な
筆
者
に
い
ろ
い
ろ
と
宋
代
の
土
地
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
機
曾
を
奥
え
て
下
さ
っ
た
著
者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
豊
富

な
史
料
と
多
く
の
問
題
を
含
む
設
言
を
提
示
さ
れ
た
本
番
が
、
将
来
の
研
究
の

一
つ
の
出
褒
黙
と
な
る
こ
と
を
附
記
し
て
、
拙
い
紹
介
の
筆
を
捌
く
。
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官
制
の
知
識
は
歴
史
研
究
上
歓
4
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
中
闘
の

よ
う
な
官
僚
制
園
家
に
お
い
て
こ
と
に
そ
の
感
を
深
く
す
る
。
宋
代
の
官
制
に

関
す
る
専
書
に
は
「
職
源
撮
要
」
や
「
職
官
分
紀
」
が
あ
る
が
、
前
者
は
筒
躍

に
過
ぎ
、

後
者
は
全
宋
に
わ
た
ら
な
い
。
「
宋
曾
要
輯
稿
」
や
「
文
獄
通
考
」

の
職
官
の
部
門
は
い
ず
れ
も
貴
重
な
文
献
で
、
曾
要
は
そ
の
詳
細
さ
、
そ
の
史

料
の
根
源
の
古
さ
に
お
い
て
第
一
と
す
べ
き
だ
が
、
何
分
組
織
が
一

貫
せ
ず
、

記
述
に
ま
と
ま
り
が
な
く
、
博
大
な
資
料
の
集
積
に
止
ま
る
憾
み
が
あ
る
。
し

か
る
に
「
宋
史
」
職
官
志
は
、
と
も
か
く
も
組
織
と
ま
と
ま
り
を
も
ウ
て
記
述

さ
れ
て
お
っ
て
、
宋
代
官
制
の
全
貌
・
概
略
を
知
る
た
め
に
は
ま
ず
見
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
第
一
史
料
を
博
く
取
り
入
れ
て
編
纂
さ
れ
、
今
日
他
に
見
ら
れ

な
い
濁
自
貴
重
な
史
料
を
含
ん
で
い
る
貼
か
ら
、
史
料
的
に
も
貴
重
な
文
献
で

あ
る
。
こ
の
便
利
と
貴
重
さ
と
に
お
い
て
は
、
「
文
献
通
考
ト
以
上
の
も
の
が
あ

る
。
と
こ
ろ
で
宋
史
職
官
志
の
記
述
に
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
い
う
の
は
比
較
の

問
題
で
、
賓
は
歴
代
正
史
職
官
志
の
う
ち
、
も
っ
と
も
ま
と
ま
り
が
わ
る
く
、

難
解
な
も
の
に
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
全
鰻
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
慈
く
、

重
複
・
脱
漏
が
多
く
て
不
完
全
な
の
に
は
二
つ

の
原
因
が
あ
る
。

一つ
は
編
纂

の
用
意
で
あ
り
、
し
か
た
で
あ
る
。
宋
代
官
撲
の
根
本
史
料
は
、
貫
録
・
国
史
・

曾
要
を
そ
の
主
な
る
も
の
と
し
、
宋
史
は
こ
れ
ら
を
主
要
材
料
と
し
て
急
い
で

編
纂
さ
れ
た
。
そ
の
職
官
志
に
つ
い
て
い
え
ば
、
園
史
職
官
志
と
曾
要
職
官
を
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